特定非営利活動　（NPO）法人　やましろ里山の会週刊ニュース　　2015年12月24日　596号
· 2015年里山の会十大ニュース　　
里山農園で初めて開いたお茶会11月28日を加えて34項目となりました。これを23日の事務局会議出席者で投票した結果をお知らせいたします。
１位：＊竹蛇籠つくり6か所を設置170人の参加15.2km地点　
２位：＊木津川の生育植物標本写真集の40冊発刊　国会図書館等寄贈　＊オオムラサキの年中成長観察施設完成　観察台　
３位：⦿オオムラサキ観察会4回開催　
４位：＊教育棟の完成　＊夜間生き物調査会初めて実施　オオムラサキの産卵撮影　里山農園教育棟の活用　＊春の野草を食する会教育棟で実施　＊ホタルの夕べ里山音楽会・里山農園教育棟で実施　＊京都府地域力再生プロジェクト事業交付金4年連続決定　　
５位：＊冬の生き物観察会でオオムラサキの幼虫生育確認　生態園の記録（34匹）　＊新名神高速道路建設現場視察　＊魚取り4連続で開催　164人　54人　120人　45人　＊里山農園販売30万円突破　　6位　＊里山農園周囲の山の整備実施　ナラ枯れ全山に　＊里山農園ササユリ5花開花　＊環境庁から講師派遣が実現　第19回里山講演会　＊朝市に出店　京田辺市田辺府営団地　＊城陽市環境フエスタ　綿菓子1時間待ちの長蛇の列。
●　オオムラサキの幼虫調べ　
17・18日　成果:::オオムラサキ14匹　ゴマダラチョウ24匹　キチョウ1匹　カヤネズミ巣3個ということでした。昨年と比較すると大きく減少したことになります。気候の厳しさとか成虫の樹液の不足なのでしょうか、里山農園の周囲ではコナラやクヌギの巨大木が軒並みナラ枯れになって、夏にはほとんど葉をつけていませんでした。これまで樹液を供給していたものがなくなっていることは確かな出来事であります。また、エノキが新しく19本も発見されました。ところが笹竹に根元を覆われて、養分の多くが笹竹に吸い取られエノキの勢いが弱く落ち葉も少なく、ここでは幼虫を見つけることはできませんでした。来年に向けて笹竹を取り除き落ち葉が積もって幼虫が越冬するのにふさわしい環境を整えることでしょう。次回2月にも桜谷先生は出席いただけるようです。日時が決まり次第お知らせいたします。3月はカスミサンショウウオ調査が11・12日と決まっています。
●　里山農園夏の日陰のコナラ　ナラ枯れで伐採　農園の雰囲気が一変
里山農園の夏は緑が濃くて生き生きとしている、周囲の通路は雑草がおいしげって一面緑である。ここで草刈りや草引きの作業は大変暑い、そのとき足元の池の水とコナラの三本の木陰がほっとさせてくれる。昨年一昨年と二年にわたってマイマイ蛾の大発生が続いた。若葉が芽吹いたその折、毛虫が糸を垂らしたものすごい状況が続き、たちまちクヌギもコナラも全部若葉が食べられ、冬枯れの姿になっていた。しかし二回目の芽吹きがあって、夏にはいつものように木陰が癒してくれた。それから三年目には新しい芽吹きが見られなくなった。そして根元付近では鋸クズが撒き散らされたようになっていた。小枝がぽとりと落ち始めた。三本のコナラも同じような枯枝状態となって、このままでは落下するのは確実と判断。事故が起きてからは後の祭り。今年のイベントがすべて終わった12月20日予定より少し遅れたが、木陰を提供してくれた三本の木に感謝しながら伐採した。根元は巨大なものでどんな試練にも耐えきったと自信にあふれているように座っている。必ず新しい芽吹きが始まると信じている。
●　23日の事務局会議　　昼食忘年会を実施　　
2015年も残り7日一週間となった。年の瀬は何かと忙しい。振り返るとこの一年は、とにかく忙しさが倍増したようだった。十大ニュースの候補を挙げてみると、通常ならどれもこれもメーンイベントの連続である。少なくとも3カ月前に企画を練り上げ、通常のようにこなして、数々の成果を達成しているのである。本当にすごい組織となった里山の会を実感した。しかし、寄る年波には体力がついてこないのも事実である。事務局メンバーも徐々に無理がきかなくなって、力勝負はむつかしい。毎週水曜日に集まる常連にも欠席がちらほら、新しい力を芽吹かせなければと思う。こうした状況の中で一年を慰労する会を企画したが、燃えるような賛同の声は聞かれなくなった。少し寂しい。年を感じるが、それでも昼食忘年会の開催では一致できた。一年を振り返り自画自賛で盛り上がった。新年に期待したい。
●　年末餅つきとしめ縄つくり・参加者募集　子どもたちにご案内　
27日（日）10時から　木津川流域センター。　先週号で年末の餅つきへの参加を呼び掛けたところ、早速高槻市から参加申し込みがあった。昨年初めて経験されて、今年も楽しみだとの事、週刊ニュースでこうした反応があると大変うれしい。数回開催してきた「さんさん」では年末年始の休園を長くするとの事で借用できなくなった。公民館など公設の調理場もほとんどが借りられなかった。そこで橋の下という案があって竹蛇籠を作った玉水橋や山城大橋などが候補となった。最後に木津川流域センターが最適となった。しかし、使用目的が餅つきやしめ縄つくりでは許可されないので、一工夫が必要で、主目的をこの一年の川での活動を振り返る会として位置づけ、学習会とすることにした。多くの皆さんのご参加をお待ちしています。カワガキの皆さんが沢山お越しのことと思います。
●　28日10時　ハイキングコースの年末清掃　ご参加を　
12時前に解散　集合登山口(または普賢寺小学校前)。年末になると振り返りのニュースが多くなり、面白くないがハイキングコースの手入れを今年ほどしなかった年はなかったように思う。気にはなっているのだけれど時間がとれなかった。京田辺市の最高峰千鉾山へ登ろうと呼びかけて10年が経過した。当初はオオタカの営巣があるからとルートを変更しなければならなかった。隠し田圃があって、昔の知恵が感じられた。しかしそこを通行できなかった。ツボスミレの群生があったり、通路にギンリョウソウが見つかるなど楽しい道である。農家の主婦からは作物を持ち帰られるのでこまると否歓迎の苦情が聞かれた。5月の連休前と秋の行楽シーズンにコースの草刈を実行してきた。農園作業が忙しくなって、無責任になっているようである。こうしたことを反省しながら年末のごみ拾いを実行したい。ご協力をお願いします。
●　新年初顔合わせ　七草摘みは里山農園で　京田辺市普賢寺小学校前集合10時00分　　
里山の会の人気の定番事業は七草摘みと七草粥で新年の幕開けとなります。長年続けてきた木津川堤防付近は放棄されてきた田畑が手入れされるようになって、七草を確保できなくなりました。セリ　ナズナ　ゴギョウ　ハコベ　ホトケノザ　（スズナ　スズシロ）里山農園では自然に生えているもので揃えることが出来ますので、会場を移して実行することにしました。駐車場も確保できていますので、多くの皆さんが家族の健康を祈って冬を乗り切る良いきっかけにされてはいかがでしょうか。「君がため　春の野に出でて　若菜摘む　わがころもでに　雪は降りつつ」のひと時をしのびましょう。
●　竹蛇籠つくり本番のＤＶＤ完成する　
視聴会実施23日　15年の十大ニュースの第1位になった竹蛇籠つくりと設置のＤＶＤが山田さんの手元で第1次分を完成させていただきました。約10分間に纏めていただきました。おおむね全体が良くわかるように編集されました。ご希望の方には1枚500円と送料350円のご負担で送らせていただきます。里山の会まで負担金を振り込んでいただければ一週間以内に送付いたします。
